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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 
キーワード：地域援助・継続的発達支援・大学臨床心理学資源 
 
１．研究計画の概要 

（１） 特別支援教育の実態調査 
 幼稚園・小学校・中学校・高等学
校・大学における発達障害児（者）
への対応についての調査研究を行う。
この調査によって、各学校の中での
実情を把握し、臨床心理学的支援の
ニーズを明らかにする。 
 

（２） 児童・生徒のメンタルヘルス評
価・支援システムの研究 
児童・生徒へメンタルヘルスに関

する調査を実施し、要支援児童の発
見、支援計画の策定、個別支援計画
の策定、クラス全体に対する支援の
策定を行い、評価から支援への一貫
したシステムの構築を行う。 

（３） 児童・生徒への直接的支援の臨床
研究 

（２）および学校現場から要請のあ
る児童・生徒に対して、個別の支援
を行い、その方法、教材作成の研究、
個別の指導計画の効果的策定と評価
の方法を臨床的に検討する。 

（４） 統合保育への支援の実践研究 
障害児を受け入れている幼稚園・

保育園を訪問し、教諭・保育士・保
護者らとの面談などを行い、支援の
効果について分析を行う。 

 
（５） 子育て支援の実践研究 

大学の地域支援活動として、子育
て支援に関する講演会を行うととも
に、その場での相談会を実施してそ
の成果について分析を行う。 

 

２．研究の進捗状況 
本研究は大学の臨床心理学資源の中でも

主に人的資源を地域の発達支援に対してど
のように活用できるのかをいうテーマであ
るが、その試みは多岐にわたっている。その
ため、個々の作業の実施と評価は着実に進め
られているが、全体のまとめとしての提言に
至っていないところである。 

実態調査については、2 年をあけての 2 回
の調査を冊子にまとめたが、それらを比較し
てみると、特別支援教育の体制は整ってきて
いるが、その実践の技法についてはまだ地域
や学校においての差があるようである。特に
高校・大学においては教師の意識も高まって
いない側面がみられた。 
児童・生徒のメンタルヘルスの支援システ

ムについては、実践しながらの研究であるこ
とから一定の成果は得られたと考えられる、
しかし、これも普遍性を持たせるような工夫
については今後検討する必要がある。 
児童への直接的支援については、蓄積がな

されてきているので、まとめていくことがで
きる状態となっている。学生のパワーを用い
た支援については、徐々に多くみられるよう
になってきているので、他でも活用できるよ
うな提言ができるよう努力したい。 
統合保育への支援についても同様である。

ここでも他の地域でも実践できるような条
件を探っていきたい。 
子育て支援については、発達障害などの子

どもの要因も複雑化してきているが、保護者
の抱える問題も多様化してきており、対応が
難しくなってきている感がある。より有効な
手段なども探る必要があるかも知れない。 

こういった状況であるが、23 年度にはこれ
らをまとめて大学として地域のどのように
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貢献できるのかを整理して明確化していく
予定である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 
 当初の予定をすでに達成しているものも
あるが、達成へ向けて進行中の領域もある。
それぞれの計画に対応して現状を述べる。 
 
（１）実態調査は終了しており、分析中であ

る。 
（２）中学校を対象としての研究は実施し、

継続的に検証を行っている。高等学校に
ついて試みようとしているところであ
る。 

（３）個別支援については継続的に行ってき
ており、事例として示す準備を進めてい
る。事例の提示から効果に加えて、留意
事項等が整理されると期待できる。 

（４）保育園への調査研究は終了しており、
データとして示す準備ができている。 

（５）子育て支援については、相談会は継続
的に実施しているが、その評価について
は、その方法および視点などについて検
討中である。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 当初の目的に照らしながら、データや事例
の整理を行い、統合的なシステム構築への提
言としてまとめていく予定である。そしてそ
れらを冊子として発刊することを目指して
いる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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